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お
も
な
内
容

新年のあいさつ・・・・・・・・・・・Ｐ２

シリーズ医療再編（再編～病院の役割）Ｐ４

市県民税の申告等・・・・・・・・・Ｐ６

表紙の写真

「全国地芝居サミット in 魚沼
  干溝歌舞伎　やまびこ三番叟」

謹賀新年
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うおぬまフォトスケッチ

　魚沼市体育協会理事会において、素晴らしい活躍をし

た選手や指導者など２６名と２団体へ表彰が行われまし

た。その後は、魚沼市体育協会・スポーツ少年団の設立

１０周年の記念式典などが開催され、松田光正会長よりこ

れからのスポーツ振興にむけた熱い思いが語られました。

はばたけ未来のアスリート
ー １２. １４　魚沼市体育協会秋季表彰・10 周年記念式典

　エフエム魚沼㈱発起人会は、総務省信越総合通信局

へ「無線局免許申請書」を提出しました。順調に審査が

進めば、年度内に予備免許が交付されます。今後は社

員募集や会社設立の準備を行い、平成 28 年 1 月の開局

に向けた作業を本格化させる予定です。

ＦＭ開局にむけて着実な一歩
ー １２. １１　コミュニティＦＭ免許申請

　地元の魅力を再確認し地域活性化につなげることを目

的に、湯之谷温泉郷・尾瀬ルート活性化委員会が主催

する「魚沼検定」と「尾瀬検定」が、魚沼市地域振興

センターで開催されました。魚沼市と尾瀬の歴史や文化

などの５０問に約３０名の市民らがチャレンジしました。

解き進むたび魚沼の魅力が見えてくる
ー １２. ７　魚沼検定・尾瀬検定

　古い昔の言い伝え。皇大神宮に集まった魚沼近郊の神々

を、他の地域の神々と縁結びの相談をするため出雲大社

へ送る「お神送り」から１か月。今度はその神々を出雲大

社から迎える「お神迎え」が開催されました。皇大神宮周

辺には多くの露店が立ち並び、参拝者でにぎわいました。

師走のまち　参拝者でにぎわう
ー １２. １　皇大神宮・お神迎え

魚
沼
市
長　

大
平　

悦
子

　

ま
た
、
子
供
た
ち
の
学
習
環

境
や
子
育
て
環
境
の
整
備
、
斎

場
の
建
設
等
、
新
た
な
事
業
に

昨
年
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
今
年
は
本
格
的
な
工

事
が
始
ま
り
ま
す
。

　

一
方
、
人
口
減
少
は
地
域
の

活
力
の
低
迷
に
つ
な
が
る
大
き

な
問
題
で
す
。
現
状
に
即
し
た

対
応
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
市
民
の
方
々
か
ら
の

一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
の
ご
多
幸
を

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

清
々
し
く
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
魚
沼
市
が
誕

生
し
て

１０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

１１
月
１
日
に
は
記
念
式
典
を
挙

行
し
、
多
数
の
ご
来
賓
を
は
じ

め
市
民
の
皆
様
か
ら
ご
臨
席
い

た
だ
き
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
る
べ
く
、
魚
沼
市
の
将
来
を

見
据
え
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所
存
で
す
。
こ
れ
ま
で
進

め
て
き
た
新
小
出
病
院
は
、
今

年
６
月
完
成
を
目
指
し
建
設
工

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
開
院

後
は
初
期
診
療
や
回
復
期
・
慢

性
期
の
患
者
を
対
象
と
し
た
住

民
に
身
近
な
医
療
を
担
う
病
院

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

謹
ん
で

 

新
年
の
お
慶
び
を

      

申
し
上
げ
ま
す
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エフエム魚沼㈱発起人会
　　　　覚張　秀都さん
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医
療
再
編
の
必
要
性

　

再
編
後
、
軽
症
者
や
初
期
救

急
は
魚
沼
市
立
小
出
病
院
や
堀

之
内
病
院
ま
た
は
診
療
所
や
民

間
の
医
療
機
関
へ
、
深
夜
に
手

術
が
必
要
に
な
っ
た
り
、
救
急

救
命
セ
ン
タ
ー
に
搬
送
さ
れ
る

よ
う
な
重
症
者
（
二
次.

・
三
次

救
急
）
は
魚
沼
基
幹
病
院
と
い

う
よ
う
に
各
医
療
機
関
が
連
携

し
て
、
魚
沼
圏
域
の
皆
さ
ん
の

安
心
と
安
全
を
守
り
ま
す
。

再
編
後
の
役
割

　

再
編
後
に
予
定
さ
れ
て
い
る
、
主

な
診
療
科
と
病
床
数
で
す
。

　

平
成

２７
年
４
月
の
堀
之
内
病
院

の
療
養
病
床

５０
床
は
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、
一
般
病
床
は
魚
沼
市
立
小
出

病
院
に
集
約
し
ま
す
。

再
編
後
の
小
出
病
院
と

　
　
　

堀
之
内
病
院
の
機
能

　

市
立
堀
之
内
病
院
は
今
年
の
４

月
、
市
立
小
出
病
院
は
開
院
の
６

月
に
一
般
財
団
法
人
魚
沼
市
医
療

公
社（
理
事
長
は
庭
山
外
科
医
院
・

庭
山
院
長
）
が
指
定
管
理
を
受
け

て
病
院
運
営
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
診
療
所
も
今
年
の
４

月
に
同
財
団
が
診
療
委
託
を
受
け

て
運
営
し
ま
す
。
運
営
が
民
間
に

な
る
こ
と
に
よ
り
、
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
や
各
医
療
機
関
と
の
柔
軟
な

対
応
が
広
が
り
ま
す
。

病
院
運
営
の
指
定
管
理

病院名 診療科（予定）
病  床  数

Ｈ 27 年 4 月 Ｈ 27 年 6 月 Ｈ 28 年 4 月

市立小出病院

内科、外科、
整形外科、小児科
精神科、産婦人科
泌尿器科、眼科

  ※県立にて
      運営

一般：90 床
一般：90 床
療養：44 床

市立堀之内病院 内科 療養：50 床 療養：50 床 療養：50 床

魚沼市医療再編の姿（イメージ図）

・地域救命救急センター
・地域災害医療センター
・地域周産母子医療センター

   魚沼基幹病院

民間医療機関

   市立小出病院

・初期医療
・入院機能
・初期救急医療
・へき地医療
・在宅医療
・訪問看護ステーション

初期医療や慢性期・回復期医療
暮らしに身近な医療

連  携

市立医療機関の一体的な運営
医療スタッフの確保
診療情報の共有化など

三次救急・高度医療

堀之内病院

入広瀬診療所

守門診療所連  携

連  携

※次回は市立小出病院の機能の概要について紹介する予定です。

　平成 12 年、地元からの県立小出病院の東病棟老朽化によ
る改修要望があり、以来、魚沼地域の医療高度化を推進す
る構想の検討が新潟県、新潟大学病院、医師会、関係有識者、
市町村で積み重ねられ、今日の医療再編「魚沼基幹病院」「魚
沼市立小出病院」設立につながりました。
　開院まで残り５か月となりましたが、医療再編から新し
い医療体制をシリーズで紹介いたします。

問　新病院対策室　　☎７９２－１４３６
　　魚沼市医療公社　☎７９２－１１６７

最終完成イメージ図
　（平成２９年度末）

　

少
子
高
齢
化
が
加
速
し
、
人
口

減
少
が
進
ん
で
い
る
中
で
、
限
ら

れ
た
医
療
資
源
（
医
師
を
は
じ
め

と
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
、
病
床
な

ど
）
を
有
効
に
利
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

こ
れ
ま
で
の
医
療
体
制
で
あ
る
急

性
期
か
ら
回
復
期
を
１
つ
の
医
療

機
関
で
完
結
す
る
医
療
（
病
院
完

結
型
医
療
）
か
ら
、
地
域
内
の
医

療
機
関
で
相
互
の
役
割
分
担
を
行

う
医
療
（
地
域
完
結
型
医
療
）
へ

と
魚
沼
地
域
の
医
療
提
供
体
制
が

転
換
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

急性期　回復期　
重症　軽症　
様々な入院
外来

１つの医療機関が抱える機能を医療機関の役割で細分化
Ａ病院

軽症

急性期　重症

回復期　軽症

Ｂ病院

Ｃ病院

Ｄ病院

【再編前】 【再編後】

魚沼市立小出病院

シリーズ

医療再編

◦一般：（一般病床）病気やケガなど、病状が変化する可能性が高い人が入院する病床
◦療養：（療養病床）長期に渡り療養を必要とする人が入院する病床

総合待合ホールイメージ図

診察待合イメージ図



■
次
の
会
場
で
も
受
付
を
し
ま
す

   

守
門
会
場

日
２
月

２３
日
㈪
～
２
月

２５
日
㈬

場
守
門
会
館
（
守
門
庁
舎
）　

　
　
　

３
階　

３
０
１
会
議
室

※
今
年
は
昨
年
と
会
場
が
変
更
に

な
っ
て
い
ま
す
。
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

  

入
広
瀬
会
場

日
２
月

２６
日
㈭
・
２
月

２７
日
㈮

場
魚
沼
市
役
所
入
広
瀬
庁
舎

　
　
　
　

３
階　

３
０
２
会
議
室

★
両
会
場
と
も
に
受
付
時
間
は　

　
　

午
前
…
９
時
～
１１
時

３０
分

　
　

午
後
…

１３
時
～

１６
時

　

と
な
り
ま
す
。

市
県
民
税
の

申
告
と

②
給
与
収
入
の
み
で
、
勤
務
先
か

ら
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
が

提
出
さ
れ
て
お
り
、
年
末
調
整
が

済
ん
で
い
る
人

③
年
金
収
入
の
み
１
４
８
万
円
以

下
で
、
年
齢

６５
歳
以
上
の
人

④
所
得
が
な
か
っ
た
人
で
、
同
一

生
計
の
人
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
人

　

た
だ
し
、
平
成

２６
年
中
に
収
入

が
な
か
っ
た
人
（
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人
、
所
得
証
明

等
が
必
要
に
な
る
人
）
は
、「
市

県
民
税
申
告
書
」（
税
務
室
・
市

民
セ
ン
タ
ー
・
北
部
振
興
事
務

所
、
入
広
瀬
分
室
に
置
い
て
あ
り

ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

申
告
期
間
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
申
告
が
必
要
な
人

　

前
述
の
①
～
④
に
あ
て
は
ま
ら

な
い
人
で
、
平
成

２７
年
１
月
１
日

現
在
、
魚
沼
市
に
住
所
が
あ
る
人

は
平
成

２６
年
中
の
収
入
に
つ
い
て

申
告
が
必
要
で
す
。

■
申
告
を
し
な
く
て
も
良
い
人

①
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告

を
し
た
人

■
申
告
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑(

認
印
で
可
）、
筆
記
用
具

・
本
人
名
義
の
通
帳
等
口
座
番
号

　

が
わ
か
る
も
の
（
所
得
税
還
付

　

申
告
の
場
合
）

・
収
支
内
訳
書
（
営
業
・
農
業
・
不

　

動
産
所
得
が
あ
る
人
）

・
給
与
や
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収

　

票
の
原
本
ま
た
は
収
入
等
が
確

　

認
で
き
る
書
類

・
国
民
年
金
保
険
料
、
生
命
保
険

　

料
、
地
震
保
険
料
、
旧
長
期
損

　

害
保
険
料
の
支
払
証
明
書

・
平
成

２６
年
分
所
得
申
告
参
考
資

　

料
（
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護

　

保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

　

険
料
の
納
付
額
の
お
知
ら
せ
）

　

※
「
納
付
額
の
お
知
ら
せ
」
は

　

１
月
下
旬
に
送
付
予
定
で
す
。

　

申
告
会
場
で
納
付
額
の
確
認
は

　

で
き
ま
せ
ん
。

・
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は

　

医
療
費
の
領
収
書
及
び
明
細
書

　
（
必
ず
医
療
を
受
け
た
人
ご
と

　

に
集
計
し
て
く
だ
さ
い
。）

期
２
月

１６
日
㈪
～

　
　
　
　
　

３
月

１６
日
㈪

場
小
千
谷
市
総
合
産
業

　

会
館
「
サ
ン
プ
ラ
ザ
」

受
付
時
間　

９
時
～

１６
時

期
２
月

１６
日
㈪
～

　
　
　
　
　

３
月

１６
日
㈪

※
土
日
は
除
き
ま
す
が
、
休
日
申
告

相
談
会
を
、
３
月
１
日
㈰
・
３
月
８

日
㈰
の
２
回
行
い
ま
す
。

場
魚
沼
市
役
所
湯
之
谷
庁
舎  

　
   

３
階 

申
告
相
談
会
場

※
８
時

３０
分
ま
で
入
場
で
き
ま
せ
ん

   

午
前 

９
時
～

１１
時

３０
分

   

午
後  

１３
時
～

１６
時

受
付
時
間

※
土
日
は
行
い
ま
せ
ん

持
基
本
的
に
市
県
民
税
申
告
と

同
じ
で
す
が
、
還
付
申
告
す
る

人
は
、
本
人
名
義
の
通
帳
な
ど

口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
が
必

要
で
す
。

確定申告書は
  小千谷税務署へ
　市では、市県民税の申告
期間に限り確定申告書の受
付・受理を行っていますが、
所得税の確定申告書の受付
場所は原則、小千谷税務署
です。
　税務署から確定申告書ま
たは案内ハガキが送付され
た人は、直接税務署へ提出
してください。

ご注意

　次に該当する人はなるべ
く小千谷市総合産業会館

「サンプラザ」で確定申告
をしてください。

○譲渡所得がある人
　（土地・建物・株式等）

※公共事業で市や県に土地

等を売却された場合は、市

の申告相談会でも受付可。

○損失申告をする人
○青色申告をする人

■
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
人

○
事
業
を
し
て
い
る
人
や
、地
代
、

　

家
賃
な
ど
の
不
動
産
所
得
が
あ

　

る
人

○
平
成

２６
年
中
に
譲
渡
所
得
が
あ

　

る
人

○
給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る
人

　

・
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い
人

　

・
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受

　
　

け
て
い
る
人

　

・
給
与
所
得
、
退
職
所
得
以
外

　
　

の
所
得
が

２０
万
円
を
超
え
る

　
　

人

　

平
成

２３
年
分
の
確
定
申
告
か
ら

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計

が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か

つ
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が

２０
万
円
以
下
の

場
合
、
所
得
税
の
確
定
申
告
は
不

要
に
な
り
ま
し
た
。

○
前
述
し
た
項
目
に
該
当
す
る
人

　

で
も
公
的
年
金
以
外
に
収
入
が

　

あ
る
人
や
、
社
会
保
険
料
・
生

　

命
保
険
料
な
ど
の
控
除
を
受
け

　

る
必
要
が
あ
る
人
は
市
県
民
税

　

の
申
告
が
必
要
で
す
。

○
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
所
得
税

　

の
還
付
を
受
け
る
場
合
は
、
確

　

定
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

事
前
申
告
準
備
相
談
会

　
　
　
　
　
を
開
催
し
ま
す

　

農
業
や
不
動
産
、
営
業
所
得
に

お
け
る
収
支
内
訳
書
作
成
の
方
法

が
分
か
ら
な
い
人
等
を
対
象
に
、

申
告
期
間
前
の
事
前
相
談
と
い
う

こ
と
で
税
務
室
職
員
が
作
成
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
で
作
成
を
し
て
み
た
い
が
、

作
成
方
法
が
分
か
ら
な
い
と
い
う

人
の
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
た

だ
し
、
来
場
者
多
数
の
場
合
は
受

付
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
譲
渡
所
得
・
損
失
申
告
・
青
色

申
告
の
人
は
対
象
外
で
す
。

■
事
前
申
告
準
備
相
談
会
日
程

日
２
月
４
日
㈬
、
５
日
㈭

　

午
前
…
９
時
～

１１
時

３０
分

　

午
後
…

１３
時
～

１６
時

場
湯
之
谷
庁
舎
３
階

　
　
　
　
　

申
告
相
談
会
場

持
６
ペ
ー
ジ
の
「
申
告
に
必
要
な

　

も
の
」
に
記
載
し
て
あ
る
も
の

申
不
要

小
千
谷
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

所
得
税
の
申
告
相
談
会
を
行
い
ま
す

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

自
宅
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で

き
る
パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン
タ
ー
が

あ
れ
ば「
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

か
ら
確
定
申
告
書
の
作
成
・
印
刷

が
で
き
ま
す
。（
白
黒
印
刷
可
。

印
刷
後
は
小
千
谷
税
務
署
に
郵
送

す
れ
ば
Ｏ
Ｋ
）
ま
た
、
収
支
内
訳

書
等
の
デ
ー
タ
を
保
存
で
き
る
た

め
、
次
年
も
加
工
し
て
使
え
て
便

利
で
す
。
さ
ら
に
電
子
証
明
書
等

が
あ
れ
ば
、
電
子
申
告
（
ｅ-

Ｔ

ａ
ｘ
）
も
可
能
で
す
。

http://www.nta.go.jp

国税庁ホームページ

公的個人認証サービスの電子証明書発行の

申請・受付は、市民生活室（小出庁舎１階）

で行っています。

自
分
で
作
ろ
う
申
告
書
①

自
分
で
作
ろ
う
申
告
書
②

市県民税申告
問 税務課税務室　☎７９２－９７５１

※会場は市役所湯之谷庁舎です

所得税申告
問 小千谷税務署　

☎０２５８－８３－２０９０

※所得税申告会場は小千谷市総合産業会館
　「サンプラザ（小千谷市城内１丁目８－２５）」
　です

■
申
告
に
よ
り
税
額
が
大
き
く
変

わ
る
場
合
（
次
の
場
合
は
、
申
告

を
し
な
い
と
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。）

※
年
末
調
整
済
み
の
人
を
除
く
。

・
国
民
健
康
保
険
税
を
支
払
っ
て

　

い
る
場
合

・
障
害
者
控
除
、
寡
婦
（
夫
）
控

　

除
に
該
当
す
る
場
合

・
年
金
収
入
が
１
４
８
万
円
を
超

　

え
る

６５
歳
以
上
の
人
で
、
扶
養

　

親
族
等
申
告
書
を
提
出
し
て
い

　

な
い
場
合

＊
例
年
、
農
業
所
得
の
収
支
内

訳
書
が
未
作
成
の
ま
ま
申
告
会

場
に
来
場
す
る
人
が
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
魚
沼
様
主
催
の
農
業
所

得
収
支
内
訳
書
作
成
相
談
会

（
１
月
下
旬
開
催
予
定
。
Ｊ
Ａ

広
報
誌
「
あ
ぐ
り
ー
ん
」
参
照
）

等
を
活
用
し
、 

収
支
内
訳
書
を

完
成
さ
せ
て
か
ら
申
告
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

＊
農
業
所
得
以
外
で
も
収
支
内

訳
書
や
医
療
費
の
集
計
が
で
き

て
い
な
い
場
合
は
受
付
で
き
ま

せ
ん
。

申
告
に
関
す
る
お
願
い

次
ペ
ー
ジ
に
続
く

※
確
定
申
告
に
関
す
る
内
容
を

１０
～

１１
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。併
せ
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。

6市報うおぬま　2015.1.10 　 市報うおぬま7

※
混
雑
状
況
に
よ
り
、
受
付
終
了
時

間
が
早
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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ス  マ ルイ
商工 地域

の元
気は

　商工業の笑顔から

－ 買い物は地域内で　賑わいあるまちづくり ー

№
113

問　商工振興室　☎７９２－９７５３

■ 11 月の相談件数
　　　　…１３１件
　・電話　　７２件
　・来庁　　２８件
　・その他　３１件
{

 
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

№
54

小
出
庁
舎
１
階
・
月
～
金
（
祝
日
除
く
）

８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分
（
予
約
不
要
・
時
間
指
定
可
）

ひ

と
りで悩

ま
な
い

で

　

No.66

文
化
財
散
歩

問　

生
涯
学
習
課　

☎
７
９
４
・
６
０
７
３

健康　うおぬま №
67

　　　　生まれた時の視力は 0.1 ほどで、3 歳でやっと

　　　　1.0 くらい見えるようになり、4 ～ 6 歳頃に大

人とほぼ同じ視力に達します。この視力ができあがるま

での時期に、弱視や斜視などで見えにくい状態が続く

と、見る機能が発達しません。また、片目の視力があ

る程度あれば日常生活を不自由なくすごせてしまうた

め、目の異常に気づかないこともあります。

　　　　1 歳前でもいろいろな音を聞いたり、声を出

　　　　したりして、話し始めるための準備をしてい

ます。耳の聞こえは、ことばの発達の上でとても大切

です。難聴はことばの発達だけでなく、知的・情緒的

発達にかなりの影響を及ぼすことも分かっています。

　このように、子どもの成長にとって視力・聴力の働き

はとても重要です。市では、3 歳児健診の時に自宅で行

うアンケートと自己検査キットを渡して、視力・聴力の

検査を行っています。「検査の意味が理解できない」等

の理由で、再検査となった人へは 3 歳 6 か月頃を目安

にもう一度検査してもらうよう勧めていますが、視力検

査では半数近くの人が再検査をしていない状況です。

　ぜひ、自宅で再検査をし、結果を健康増進室へお知ら

せください。気になることがあれば、医療機関を受診す

るために精密検査受診票を出すこともあります。

　
「
目
黒
邸
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
旧

目
黒
家
住
宅
は
、
寛
政
９
年
（
１
７
９
７
）
の

建
造
で
、
江
戸
時
代
の
割
元
庄
屋
（
※
）
の
役

宅
を
兼
ね
た
、
豪
雪
地
帯
の
大
農
家
の
邸
宅

で
す
。
大
き
な
茅
葺
屋
根
が
目
を
引
く
主
屋

に
は
、
正
面
に
千
鳥
破
風
が
つ
き
、
か
つ
て
の

威
厳
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
昭
和

３０
年
に
新
潟

県
の
指
定
文
化
財
と
な
り
、
昭
和

４９
年
に
は

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

茅
葺
屋
根
は
長
年
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
る
と

傷
み
が
進
む
た
め
、

１５
年
に
一
度
程
度
の
間
隔

で
茅
を
葺
き
替
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
目

黒
邸
で
は
平
成

２４
年
か
ら
３
年
に
わ
た
っ
て
茅

葺
屋
根
の
葺
き
替
え
工
事
を
行
い
、
昨
年
秋
に

完
了
し
ま
し
た
。

　

葺
き
替
え
に
は
、
守
門
地
域
で
収
穫
し
た

茅
を
中
心
に
、
直

径
２５
ｃ
ｍ
の
束
が

１
５
、５
０
０
束
使
用

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
度
の
工
事
で
は
、

明
治
時
代
の
写
真
な

ど
を
参
考
に
千
鳥
破

風
の
形
体
を
か
つ
て
の
姿
に
近
づ
け
て
い
ま

す
。
他
に
も
、
邸
内
に
あ
る
石
動
社
も
建
立

当
事
の
享
保

１４
年
（
１
７
２
９
）
の
姿
に
復
元

を
し
ま
し
た
。

　

魚
沼
市
が
誇
る
貴
重
な
文
化
財
「
目
黒
邸
」。

修
理
の
終
わ
っ
た
姿
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
割
元
庄
屋･･･

江
戸
時
代
の
村
役
人
。
い
く
つ
か
の

村
の
庄
屋
を
統
括
す
る
大
き
な
庄
屋
の
こ
と
。

相
談
事
例

①　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
無
料
ア
ダ
ル
ト
サ
イ

ト
の
年
齢
認
証
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら

「
登
録
完
了
。
３
日
以
内
に
６
万
を
支
払
う
よ

う
に
」
と
表
示
さ
れ
た
。
驚
い
て
「
退
会
」
を

ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
空
メ
ー
ル
が
発
信
さ
れ
、「
退

会
す
る
に
は
登
録
料
を
支
払
う
よ
う
に
」
と

返
信
が
あ
っ
た
。
登
録
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ

た
が
、
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

②　

パ
ソ
コ
ン
か
ら
「
完
全
無
料
」
と
い
う
ア

ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
接
続
。「
サ
ン
プ
ル
画
像
」

と
い
う
項
目
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
、
急
に
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
が
始
ま
り
、「
登
録
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
料
金
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。」

と
い
う
表
示
に
な
っ
た
。「
問
い
合
わ
せ
は
こ

ち
ら
」
と
あ
る
が
、
連
絡
を
し
た
方
が
い
い
か
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
の
料
金
請
求
画
面
が
消
え
な

い
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

◦
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
業
者
に
連
絡
を
し
な
い
。

◦
請
求
を
無
視
す
る
。

不審なハガキに注意！

「全国消費者相談センター
から『消費契約確認通知』
というハガキが届いた」と
いう相談が寄せられていま
す。こちらから連絡せずに、
無視しましょう。

国
指
定
重
要
文
化
財
「
旧
目
黒
家
住
宅
」

　魚沼市では、市内等での就職を希望する求職者や来

春の大学・短大・専門学校卒業予定者を対象とした企

業説明会「魚沼市就職ガイダンス２０１４」を１１月

８日に魚沼市地域振興センターで開催しました。

　市内等に本社または事業所がある２２の企業団体が

参加し、求職者からは３１人の参加がありました。

　今後も魚沼市で働きたいと希望する求職者が地元の

様々な企業等を知り、その中から自分に合った仕事と

出会える機会が提供できるよう、参加者を増やす工夫

をしながら継続していきます。

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求

注意
！

請
求
画
面
が
消
え
な
い
場

合
は
、（
独
）
情
報
処
理
推

進
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
。

・これまで知らなかった企業の話を聞く
  ことができた。

・説明が分かりやすく参考となった。

参加者の声

企業団体の声

・市内の人材を積極的に採用したい。
・もっと多くの人から参加してほしい。

魚沼で働くあなたの

魚沼市就職ガイダンス２０１４開催

 市報うおぬま9

視力

聴力

確認しておきたい
子どもの目と耳

問　健康増進室　☎７９２－９７６３

ア
ド
バ
イ
ス
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日日時　期期間　場場所　内内容　対対象
資資格　講講師　演演題・出演　相相談員
持持ち物　￥費用　定定員　〆締め切り
Ｈホームページ　他その他　申申し込み
ＭＥメール　問問い合わせ

2015年1月10日号

1.10

お知らせ版

魚
沼
市

報

う お
ぬ ま

￥
指
定
健
診
機
関
で
の
一
日
人
間

ド
ッ
ク
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

（
上
限
２
万
円
の
予
定
）

対
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

①
人
間
ド
ッ
ク
受
診
日
当
日
に
、

魚
沼
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
で
あ
る
こ
と
（
予
定
も
含
み
ま

す
）

②
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
の
な

い
世
帯
で
あ
る
こ
と

③
平
成

２８
年
３
月
３１
日
時
点
で
の

年
齢
が

３５
歳
以
上

７４
歳
以
下
で
あ

る
こ
と
（
平
成

２７
年
度
中
に

７５
歳

に
な
る
人
は
、
誕
生
日
の
前
日
ま

で
に
受
診
す
る
場
合
の
み
）

④
健
診
結
果
に
よ
っ
て
は
、
特
定

保
健
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
同
意

で
き
る
こ
と

⑤
健
診
結
果
に
つ
い
て
市
が
健
診

機
関
か
ら
情
報
提
供
を
受
け
る
こ

と
、
及
び
市
が
行
う
保
健
活
動
の

た
め
保
健
師
が
閲
覧
す
る
こ
と
に

同
意
で
き
る
こ
と

１ ２ 月 １ ４ 日 執 行
衆 議 院 議 員 総 選 挙
開 票 結 果 （ 魚 沼 市 ）

当日の
有権者数 32,473 人 有効投票 18,152 票 

投票総数 18,615 票 無効投票 460 票 

投票率 57.32％ 持ち帰り票 3 票 

最高裁判所裁判官国民審査（告示順）

氏名 罷免を可と
する数

罷免を可と
しない数

鬼丸　かおる 1,320 票 16,832 票 

木内　道祥 1,360 票 16,792 票 

池上　政幸 1,370 票 16,782 票 

山本　庸幸 1,209 票 16,943 票 

山﨑　敏充 1,345 票 16,807 票 

小選挙区選出議員選挙（得票順）

長島　ただよし 10,869 票 

森　ゆうこ 6,307 票 

はっとり　耕一 1,547 票 

当日の
有権者数 32,495 人 有効投票 18,723 票

投票総数 19,356 票 無効投票 632 票

投票率 59.57％ 不受理票 1 票

比例代表選出議員選挙（得票順）

自由民主党 6,970 票 

民主党 3,344 票 

維新の党 1,941 票 

公明党 1,918 票 

生活の党 1,654 票 

日本共産党 1,649 票 

社会民主党 904 票 

次世代の党 252 票 

幸福実現党 86 票 

当日の
有権者数 32,495 人 有効投票 18,718 票

投票総数 19,353 票 無効投票 634 票

投票率 59.56％ 不受理票 1 票

申
今
号
に
折
り
込
み
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
健
康
増
進
室

（
湯
之
谷
庁
舎
）
ま
た
は
市
民
セ

ン
タ
ー
、
北
部
振
興
事
務
所
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

他
申
請
書
は
１
人
用
の
様
式
な
の

で
、
世
帯
内
で
複
数
人
が
申
請
す

る
場
合
は
、
各
自
で
コ
ピ
ー
す
る

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
請
書
は
健
康
増
進
室

及
び
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
北
部
振

興
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

〆
１
月

２９
日
㈭

１７
時

※
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
は

申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

　

胃
カ
メ
ラ
等
、
先
着
順
で
締
め

切
ら
れ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま

す
。
健
診
機
関
の
予
約
枠
に
は
限

り
が
あ
る
た
め
、
締
め
切
り
後
の

受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
健
康
増
進
室

☎
７
９
２
・
９
７
６
３

 ❶
所
得
申
告
参
考
資
料
を

１
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す

　

平
成

２６
年
１
月
～

１２
月
ま
で

の
国
民
健
康
保
険
税
等
納
付
済

額
（
普
通
徴
収
分
）
の
お
知
ら

せ
を
、「
所
得
申
告
参
考
資
料
」

と
し
て
送
付
し
ま
す
。
所
得
税

ま
た
は
市
県
民
税
の
申
告
で
、

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
際

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
相
談
会
場
で
は
、
納
付
済

額
を
確
認
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
↘

 ❸
ｅ
︲
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
必
要
な

「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」

「
電
子
証
明
書
」　　
　
　

発
行
申
請
は
お
早
め
に

　

手
続
き
に
要
す
る
時
間
は

３０
分

以
上
か
か
り
ま
す
の
で
、
申
請
を

す
る
人
は
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
月
～
金
曜
の
８
時

３０
分
～

１７
時

１５
分
（
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
）

　

な
お
、
１
月

１９
日
㈪
～
３
月

１６

日
㈪
は
、
平
日
に
限
り

１９
時
ま
で

受
付
を
延
長
し
ま
す
。
希
望
す
る

人
は
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

場
市
民
生
活
室（
小
出
庁
舎
一
階
）

対
魚
沼
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

◦
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
発
行
申
請

￥
１
件
５
０
０
円

持
①
印
鑑
②
運
転
免
許
証
・
パ
ス

ポ
ー
ト
な
ど
の
官
公
庁
発
行
の
顔

写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
（
※
顔

写
真
付
き
で
な
い
場
合
は
即
日
交

付
で
き
ま
せ
ん
。
後
日
、
自
宅
に

郵
送
さ
れ
た
「
照
会
回
答
書
」
に

 ❷
お
む
つ
に
係
る
医
療
費
控
除

　

確
定
申
告
で
お
む
つ
に
係
る

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、

次
の
い
ず
れ
か
の
書
類
の
添
付

が
必
要
で
す
。

持
①
は
じ
め
て
お
む
つ
に
係
る

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、

医
師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使

用
証
明
書
」

②
２
年
目
以
降
の
人
は
、
①
の

「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
ま
た

は
市
長
が
発
行
す
る
「
主
治
医

意
見
書
記
載
内
容
証
明
書
」

申
②
の
「
主
治
医
意
見
書
記
載

内
容
証
明
書
」
を
希
望
す
る
人

は
介
護
福
祉
室
ま
た
は
各
市
民

セ
ン
タ
ー
等
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
※
た
だ
し
「
主
治
医
意

見
書
記
載
内
容
証
明
書
」
は
、

要
介
護
認
定
時
の
介
護
保
険
主

治
医
意
見
書
で
、
寝
た
き
り
状

態
が
続
き
、
尿
失
禁
の
可
能
性

が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
な
い

場
合
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

◦
主
治
医
意
見
書
記
載
内
容
証

明
書
の
発
行
に
つ
い
て

問
介
護
福
祉
室

☎
７
９
２
・
９
７
５
５ 確

定
申
告
の準

備
を
し
ま
し
ょ
う

記
入
押
印
の
う
え
、
窓
口
に
持

参
後
に
交
付
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
本
人
確
認
の
強
化
に
よ
り

前
述
以
外
の
本
人
確
認
書
類
の

提
示
及
び
聞
き
取
り
等
も
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
）
③
「
写
真
付
き
カ
ー
ド
」

を
希
望
の
場
合
は
無
帽
で
６
か

月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
１
枚

（
縦

４．５
㎝
×
横

３．５
㎝
）

※
窓
口
に
て
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

で
の
写
真
撮
影
も
可
（
無
料
）

他
有
効
期
限
…
発
行
か
ら

１０
年

◦
電
子
証
明
書
発
行
申
請

￥
１
件
５
０
０
円

持
①
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
②

官
公
庁
発
行
の
顔
写
真
付
き
の

身
分
証
明
書
（
顔
写
真
付
き
住

基
カ
ー
ド
を
含
む
）

他
有
効
期
限
…
発
行
か
ら
３
年

問
市
民
生
活
室

☎
７
９
２
・
１
１
１
２

◦
医
療
費
控
除
に
つ
い
て

問
小
千
谷
税
務
署

☎
０
２
５
８
・
８
３
・
２
０
９
０

↘
大
切
に
保
管
し
、
申
告
相
談

会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
国
民
健
康
保
険
税
額
に
つ
い
て

問
税
務
室

☎
７
９
２
・
９
７
５
１

◦
介
護
保
険
料
額
に
つ
い
て

問
介
護
福
祉
室

☎
７
９
２
・
９
７
５
５

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額

に
つ
い
て

問
健
康
増
進
室

☎
７
９
２
・
９
７
６
３

ｅ
︲
Ｔ
Ａ
Ｘ（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）

　

所
得
税
な
ど
の
国
税
の
各
種

手
続
き
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
を
利
用
し
て
電
子
的
に
行
え

る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。

　

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
魚
沼
市
の
実
現
を
目

指
し
て
、
魚
沼
市
人
権
教
育
・
啓

発
推
進
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た

り
、
市
民
か
ら
広
く
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

期
１
月

１３
日
㈫
～
２
月

１２
日
㈭

◦
計
画
（
案
）
の
公
表
方
法

　

魚
沼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
民

生
活
室
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
北

部
振
興
事
務
所
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

◦
意
見
等
の
提
出
方
法

　

任
意
の
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
意
見
を
記
入
し
、
市

民
生
活
室
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、

北
部
振
興
事
務
所
の
い
ず
れ
か
に

持
参
す
る
か
、
市
民
生
活
室
に
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
匿
名

の
も
の
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）

◦
郵
送
先
：
〒
９
４
６
︲
８
６
０
１

小
出
島
１
３
０
番
地
１
（
小
出
庁

舎
）
市
民
生
活
室

℻
７
９
２
・
５
６
０
０

Ｍsoudan@city.uonum
a.niigata.jp

問
市
民
生
活
室

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

皆
さ
ん
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
「
魚
沼
市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
計
画
（
案
）」

平
成

２７
年
度　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

国
民
健
康
保
険
一
日
人
間
ド
ッ
ク　

　
　

費
用
助
成
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
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◦応募資格　・平成２７年４月１日現在、年齢６５歳未満で各募集に掲げる資格等を有する人
　　　　　　 ･ 障害者等手帳の交付を受けている人は、上記の応募資格を満たし、自力により通勤ができ、かつ、介護
　　　　　　　者なしに勤務が可能な人
◦任用期間　平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日
◦社会保険等　№１～１２…社会保険・雇用保険加入、№１３…雇用保険加入
◦試 験　面接選考（応募状況により、書類選考を行う場合があります。）
　　　　　　日 2 月中旬実施予定　他詳細は応募者へ別途連絡します。
◦申込方法　所定の申込書に希望の募集番号等を記載し、市販の履歴書等を添えて総務管理室（小出庁舎２階）へ提出ま
　　　　　　たは郵送してください。申込書は総務管理室に用意してあります。（市ホームページからもダウンロードで
　　　　　　きます）なお、複数申込みする場合は、申込数分の申込書と市販の履歴書を提出してください。提出された
　　　　　　履歴書等は返却しませんので、あらかじめご了承ください。
　　　　　　＜郵送先＞〒 946-8601 小出島１３０番地１総務課総務管理室
◦申込締切　１月２７日㈫（郵送の場合は、締切日必着）

※障害者欄に「○」のある職種は、優先的に障害者雇用を実施する予定です。
募集
番号 障害者 職種 勤務地 業務内容 勤務時間等 休日 賃金予定額 採用

予定
資格

経験等

1 技術
補助員

小出郷
文化会館

舞台・音響・照明補
助業務、窓口応対等
事務

9:30 ～ 17:15
週 5 日 シフト制 月額

１２５，６００円 ３人

普通自動車免許、
舞台・照明・音
響資格者または
経験者が望まし
い

2 集落
支援員

湯之谷庁舎
または

守門庁舎

自治会、コミュニティ
協議会等と連携して、
地域の維持活性化対
策促進等の集落支援

9:00 ～ 16:45
（夜間、土日・祝

祭日の時間外勤
務有）

土・日
祝祭日

月額
１３７，４００円 ２人

普通自動車免許、
パ ソ コ ン 操 作 が
できる人

3 ○ 事務
補助員

湯之谷庁舎
（新病院対策室）

新 病 院 対 策 関 係、 在
宅医療関係の事務補
助

8:30 ～ 16:15 土・日
祝祭日

月額
１２３，８００円 １人

普通自動車免許、
パ ソ コ ン 操 作 が
できる人

4 ガ ス 施 設
管理員

水の郷ガス
製造所

ガ ス 供 給 施 設・ 設 備
の運転監視及び日常
点検・維持管理 (24 時
間体制）、電話応対等

8:15 ～ 17:15
13:30 ～ 21:15
21:00 ～翌 8:30

( 週 32 時間）
シフト制 月額

１８０，９００円 １人
普通自動車免許、
夜 勤 ( 月 ６ 回 程
度）のできる人

5 介助員 市立小学校
個別支援が必要な特
別支援学級等の児童
の支援業務

日 6 時間 45 分
（週 33 時間 45 分）

夏休み期間中
休業有

（休業補償有）

土・日
祝祭日

月額
１３２，３００円 １人 不問

6 調理員
市立学校給食
調理場または
学校給食センター

給食調理
（ただし、一時給食運

搬含む）

日 6 時間 45 分
（週 33 時間 45 分）

夏休み期間中
休業有

（休業補償有）

土・日
祝祭日

月額
１２１，５００円

から
３人

不問
※３人採用内１人
は、４月～７月に
ついて、半日勤務
の給食運搬員で任
用期間有

平成２７年４月採用　非常勤一般職員募集 申問総務管理室
☎７９２・９２０３

※障害者欄に「○」のある職種は、優先的に障害者雇用を実施する予定です。
募集
番号 障害者 職種 勤務地 業務内容 勤務時間等 休日 賃金予定額 採用

予定
資格

経験等

7 ○ 庁務員
市立小・中学
校、保育園の
いずれか

施設管理、文書収受等 日 6 時間 45 分
（週 33 時間 45 分）

土・日
祝祭日

月額
１２５，６００円 ２人

普 通 自 動 車 免 許
（AT 限定不可）、

危 険 物 取 扱 者 資
格 を 有 す る 人 が
望ましい

8 ○ 放 課 後 児
童支援員

市内放課後
児童クラブ

（学童保育）
学童保育指導

【平日】
11:30 ～ 19:00

【土曜日・長期休み】
7:45 ～ 18:30

（上記時間帯で週
33 時間 45 分の
シフト勤務）

日曜日
祝祭日

月額
１３２，３００円

から
２人

普通自動車免許
保育士資格、教員
免許を有する人が
望ましい
※ 2 人採用内１人
は、１０月３１日
までの任用

9 ○ 看護師 小出子育て
支援センター

病後児保育の受入れ、
投 薬、 検 温、 経 過 観
察、 病 気 等 の 相 談 業
務、 身 体 計 測、 あ そ
び広場の補助

8:30 ～ 15:30 土・日
祝祭日

月額
１４１，６００円 １人 看護師免許

10 ○ 相談員
小出庁舎
( 市民相談セ
ンター）

消費者トラブル、借金・
金銭トラブル、保健福
祉等の相談業務

9:00 ～ 16:30
週５日

土・日
祝祭日

【無資格】
月額１２７，４００円

【看護師】
月額１５３，４００円

１人

普通自動車免許、
パソコン操作がで
きる人
看護師免許を有す
る人が望ましい

11 ○ 施設
管理員

小出郷福祉セ
ンター・小出
郷総合体育館

施 設 利 用 受 付 事 務、
施 設 管 理（ 簡 易 な 修
繕、草刈り、除雪等）

8:00 ～ 16:00
9:00 ～ 17:00

16:45 ～ 22:00
17:00 ～ 22:15

（週 33 時間 45 分 )

シフト制 月額
１２３，８００円 １人

普通自動車免許
パ ソ コ ン 操 作、
除 雪 機 操 作 が で
きる人

12 公民館
主事 市内公民館

窓口受付・施設貸出業
務、公民館事業の企画・
実施、施設管理

8:30 ～ 17:15 の
間で 6 時間程度
( 週約 30 時間）

（公民館講座の開
催日により土日
出勤有）

土・日
祝祭日

月額
１１０，１００円

から
１人

普 通 自 動 車 免 許
パ ソ コ ン 操 作 が
できる人

13 施設
管理員

市内社会教育
施設（守門会
館・広神コ
ミュニティセ
ンターなど）

窓 口 受 付、 施 設 貸 出
業 務、 施 設 管 理（ 簡
易 な 修 繕、 草 刈 り、
除雪等）

【平日】
17:15 ～ 22:15

【土日・祝祭日】
8:30 ～ 22:15
の間で、7 時間
45 分または 5 時
間 15 分勤務

（週 28 時間程度）

シフト制
月額

１００，８００円
から

１人
普 通 自 動 車 免 許
パ ソ コ ン 操 作 が
で き る 人 が 望 ま
しい

14 ○ 日直
代行員 小出庁舎 電話及び来客対応（戸

籍受付含む）、庁舎管理

土・日、祝祭日、
年末年始の

8:30 ～ 17:15
（月平均5～7回程度）

- 回額
6,130 円 1 人 不問

 ◆
指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た

　

第
４
回
魚
沼
市
議
会
定
例
会
の

議
決
を
受
け
、
次
の
と
お
り
指
定

管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た
。

問
財
政
室
☎
７
９
２
・
９
２
０
５

施設名 指定管理者
指定期間

（平成 27 年 4 月 1 日から）

魚沼市守門高齢者センター 株式会社魚沼須原スキー場 平成 32 年 3 月 31 日まで

国民健康保険

魚沼市立堀之内病院
一般財団法人魚沼市医療公社 平成 37 年 3 月 31 日まで

魚沼市大原山菜園 大白川生産森林組合 平成 32 年 3 月 31 日まで

く
　
ら
　
し

 ◆
大
気
汚
染
情
報　
　
　
　

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
開
設

　

新
潟
県
で
は
、
大
気
汚
染
に
関

す
る
情
報
を
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ

ス
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

内
①
当
日
の
Ｐ
Ｍ

２．５
の
注
意
喚
起

の
実
施
の
有
無

②
当
日
の
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意

報
等
の
発
令
の
有
無

☎
０
２
５
・
２
８
０
・
５
１
０
４

Ｈhttp://w
w

w
.niigata-taiki.jp/

 ◆
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を

　

農
林
水
産
省
が
実
施
す
る
「
農
林

業
の
国
勢
調
査
」
と
し
て
、
農
林
業

政
策
の
基
礎
と
な
る
調
査
で
す
。
調

査
員
証
を
携
帯
し
た
調
査
員
が
伺
い

ま
す
。
統
計
法
に
よ
り
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
調
査
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
１
月
中
旬
～
３
月
上
旬

対
農
林
業
を
営
む
全
て
の
世
帯
・
法
人

問
企
画
政
策
室

☎
７
９
２
・
１
４
２
５

つっちー

交通安全家庭の日　日１月１０日　シートベルトは後部座席だと着用率が下がります。未着用だと
事故の衝撃で車外に放出される、同乗者に激突するなどの危険がありますので必ず着用しましょう。
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募
　
　
　
集

 ◆
魚
沼
自
然
大
学
会
員

　

魚
沼
市
の
豊
か
な
自
然
を
楽
し

む
活
動
に
参
加
し
た
い
、
自
然
大

好
き
人
間
を
募
集
し
ま
す
。

日
月
１
回
定
例
会
開
催

場
湯
の
里
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー（
大
沢
）

健
康
・
福
祉

 ◆
男
の
料
理
サ
ロ
ン

日
１
月
２１
日
㈬

１０
時
～

１３
時

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
寒
さ
に
負
け
な
い
し
あ
わ
せ
ご
飯

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

￥
５
０
０
円
〆
１
月

１９
日
㈪

申
ま
め
な
会
担
当
・
坂
大
（
社
協

内
）
☎
７
９
２
・
８
１
８
１

 ◆
子
ど
も
豆
ま
き
大
会

日
１
月
３１
日
㈯

１０
時
～

１１
時

３０
分

場
堀
之
内
公
民
館
、
小
出
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
広
神
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、守
門
公
民
館
、

入
広
瀬
保
健
セ
ン
タ
ー

対
未
就
学
児
・
小
学
生
・
保
護
者

持
豆
を
入
れ
る
袋

問
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
７
９
２
・
８
１
８
１

生
涯
学
習
・
公
民
館

 ◆
平
成
版
八
海
自
由
大
学

「
よ
う
こ
そ
先
輩
」　　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
１
月
２１
日
㈬

１３
時

４０
分
か
ら
１

時
間
を
予
定

場
伊
米
ヶ
崎
小
学
校

内
「
夢
の
本
づ
く
り
」
自
分
の
夢

を
本
に
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
ま
す
。
歌
碑
デ
ザ
イ
ン
の
プ

ロ
セ
ス
の
お
話
も
あ
り
ま
す
。

講
森
山
明
子
さ
ん
（
武
蔵
野
美
術

大
学
教
授
）

※
伊
米
ヶ
崎
小
学
校
校
歌
記
念
碑

の
デ
ザ
イ
ン
を
監
修
さ
れ
ま
し
た
。

対
ど
な
た
で
も
￥
無
料

申
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
伊
米
ヶ
崎
小
学
校
☎
７
９
２
・
０
０
８
９

伊
米
ヶ
崎
公
民
館
☎
７
９
２
・
０
０
８
２

ま
で（
９
時
～

１６
時（
祝
日
休
館
））

 ◆
ふ
る
さ
と
の
伝
え
た
い
味
講
座

日
２
月
５
日
㈭

１０
時
～

１３
時

３０
分

場
小
出
北
部
公
民
館
調
理
室

内
春
を
呼
ぶ
お
も
て
な
し
料
理
ち

ら
し
寿
司
と
た
た
き
ご
ぼ
う
他

講
ま
め
な
会
対
ど
な
た
で
も

定
先
着

１２
人
（
申
し
込
み
は
１
月

１３
日
㈫

１３
時
か
ら
）
￥
７
０
０
円

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

〆
１
月

３０
日
㈮

 ◆
尾
瀬
ガ
イ
ド
検
定
講
座

　

奥
只
見
郷
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド

で
は
尾
瀬
ガ
イ
ド
が
不
足
し
て
い

ま
す
。
毎
年
、
尾
瀬
ガ
イ
ド
協
会

の
認
定
試
験
を
８
月
～

１１
月
に
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
１
月

～
３
月
に
か
け
て
、
受
験
準
備
講

座
を
行
い
ま
す
。
多
数
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〆
１
月

２０
日
㈫

 ◆
湯
之
谷
地
域
芸
能
祭
出
演
者

日
３
月

１４
日
㈯

場
魚
沼
市
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

内
コ
ー
ラ
ス
、
舞
踊
、
民
謡
、
詩

吟
、
大
正
琴
、
カ
ラ
オ
ケ
、
バ
ン

ド
等
（
１
団
体

１０
分
以
内
）

〆
１
月

２５
日
㈰

他
申
込
書
は
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

申
問
湯
之
谷
地
域
芸
能
祭
事
務
局

（
小
出
郷
文
化
会
館
内
）

☎
７
９
２
・
８
８
１
１　

 ◆
ボ
ー
ト
免
許
の
更
新
講
習
会

日
２
月

２２
日
㈰

１３
時
か
ら
２
時
間

程
度
（
受
付

１２
時

３０
分
か
ら
）

場
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ヤ
ッ

コ
ム
（
ゆ
～
パ
ー
ク
薬
師
隣
）

内
小
型
船
舶
免
状
の
更
新
講
習
会

対
平
成
２７
年
２
月
２２
日
～
平
成
２８

年
２
月
２２
日
の
間
に
有
効
期
限
を
迎

え
る
人
（
免
状
を
失
効
し
た
人
や
紛

失
し
た
人
も
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
）

￥
小
型
船
舶
操
縦
士

１
０
、０
０
０
円
（
税
込
み
）

※
失
効
し
た
人
は
別
途
費
用
あ
り

〆
２
月
６
日
㈮

申
問
奥
只
見
海
技
従
事
者
協
会

（
奥
只
見
観
光
㈱
内
）
担
当
・
山
田

伊
藤
☎
７
９
２
・
５
３
８
４

制
度
・
手
続
き

内
①
魚
沼
市
の
自
然
環
境
保
全
調

査
の
お
手
伝
い
②
公
民
館
と
連
携

し
た
自
然
観
察
・
探
究
講
座
の
実
施

③
子
ど
も
た
ち
の
尾
瀬
学
校
や
自

然
体
験
学
習
の
お
手
伝
い
④
駒
ヶ

岳
山
小
屋
の
管
理
受
託
⑤
会
員
自

主
研
修
と
し
て
各
種
研
修
参
加
。

登
山
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
市
内
の
自

然
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
実
施

⑥
イ
ベ
ン
ト
へ
の
ウ
ッ
ド
バ
ー
ニ

ン
グ
ブ
ー
ス
の
出
展
、
冬
期
間
ウ
ッ

ド
バ
ー
ニ
ン
グ
教
室
な
ど

対
ど
な
た
で
も（
市
外
在
住
者
も
可
）

￥
入
会
金
１
、０
０
０
円
、
年
会

費
５
、０
０
０
円

〆
３
月

２０
日
㈮
（
随
時
募
集
）

問
魚
沼
自
然
大
学
・
星
（
生
涯
学

習
連
絡
協
議
会
）

☎
０
９
０
・
２
９
５
４
・
５
３
７
６

申
問
魚
沼
市
観
光
協
会
（
尾
瀬

ガ
イ
ド
協
会
新
潟
支
部
）

☎
７
９
２
・
７
３
０
０

 ❶
絵
本
の
読
み
聞
か
せ　
　

お
は
な
し
が
い
っ
ぱ
い

日
１
月

１７
日
㈯

１１
時
か
ら

場
小
出
郷
図
書
館

内
絵
本
「
ひ
つ
じ
ぱ
ん
」、「
か
さ

じ
ぞ
う
」
な
ど
対
ど
な
た
で
も

小
出
郷
図
書
館

申
問
☎
７
９
２
・
０
３
３
７

 ❸
赤
ち
ゃ
ん
に
は
じ
め
て
の
絵
本
を

１
月
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

内
読
み
聞
か
せ
の
方
法
な
ど
を
話

し
ま
す
。（
絵
本
２
冊
プ
レ
ゼ
ン

ト
）
１
組

１０
分
程
度
で
す
。

対
平
成

２６
年
１
月
１
日
～
１
月
３１

日
生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者

持
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
引
換
書

ど
ち
ら
か
都
合
の
よ
い
日
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

１７
日
㈯

１０
時
～

１２
時

広
神
図
書
館

和
室

２１
日
㈬

１３
時
～

１４
時

３０
分

小
出
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

ぱ
ぴ
ぷ

 ❷
０
～
３
才
向
け　
　
　

だ
っ
こ
で
お
は
な
し

日
１
月

２３
日
㈮

１０
時

３０
分
か
ら

場
小
出
郷
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

内
お
子
さ
ん
を
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
し

な
が
ら
、
絵
本
や
手
遊
び
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
絵
本
「
だ
る
ま
さ

ん
と｣
、
紙
芝
居
「
お
い
し
い
お

い
し
い｣

な
ど
対
ど
な
た
で
も

 ◆
堀
之
内
公
民
館
及
び
堀
之
内

体
育
館
を
臨
時
休
館
し
ま
す

　

作
業
停
電
の
た
め
、
次
の
日
程

で
堀
之
内
公
民
館
及
び
堀
之
内
体

育
館
を
休
館
し
ま
す
。
期
間
中
は

公
民
館
及
び
体
育
館
へ
の
入
館
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
１
月

２４
日
㈯
～

２５
日
㈰

問
堀
之
内
公
民
館

☎
７
９
４
・
６
０
２
６

申
小
出
北
部
公
民
館
（
平
日
９
時

～
１６
時
）
☎
７
９
２
・
５
３
３
６

ス
ポ
ー
ツ

 ◆
ヤ
ッ
コ
ム
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

◦
夜
レ
ッ
ス
ン

日
毎
週
金
曜
１９
時

３０
分
～

２０
時

３０
分

◦
昼
レ
ッ
ス
ン

日
①

１０
時
～
１１
時
②
１１
時

３０
分
～
１２

時
３０
分
③
１４
時

３０
分
～
１５
時

３０
分

※
全
て
予
約
制
。
昼
レ
ッ
ス
ン
の

日
時
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ヤ
ッ

コ
ム
和
室

 ◆
イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日
２
月
１
日
㈰
９
時
か
ら
受
付

場
堀
之
内
体
育
館

内
一
般
男
女
の
部（
高
校
生
以
上
）

対
ペ
ア
の
片
方
か
両
方
が
市
内
に

在
学
・
在
勤
・
在
住
す
る
人
で
審

判
の
で
き
る
人
ま
た
は
魚
沼
市
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
に
在
籍
す
る
人

￥
１
人
５
０
０
円
〆
１
月

２６
日
㈪

他
一
人
で
の
参
加
可
。
た
だ
し
、

ペ
ア
は
調
整
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

申
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
副
会
長
・

大
平
☎
℻
７
９
２
・
５
５
２
４

内
ス
ト
レ
ッ
チ
で
身
体
を
ほ
ぐ

し
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

で
体
幹
の
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
を

強
化
し
、
身
体
全
身
の
バ
ラ
ン
ス

を
整
え
ま
す
。

対
１８
歳
以
上
（
妊
婦
以
外
）
定

２０
人

￥
夜
レ
ッ
ス
ン
…
会
費
制
２
、

０
０
０
円
（
月
４
回
分
）・
１
回

券
６
０
０
円
、
昼
レ
ッ
ス
ン
…
１

回
券
８
０
０
円

持
動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物
、

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
貸
出
あ
り
）

申
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ヤ
ッ

コ
ム
☎
７
９
２
・
８
７
３
１

 ❶
冬
山
自
然
観
察
会

　

講
師
の
説
明
と
と
も
に
ス
キ
ー

場
周
辺
の
散
策
を
行
い
ま
す
。

日
１
月

１９
日
㈪
～
３
月
２
日
㈪
ま

で
隔
週
月
曜
９
時
～

１２
時
※
荒
天

時
中
止
場
小
出
ス
キ
ー
場

講
自
然
観
察
指
導
員
対
成
人

￥
各
回
１
、０
０
０
円
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
会

員
は
５
０
０
円
）
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

 ❷
脱
！
冬
ご
も
り
教
室

　

ス
キ
ー
で
楽
し
く
健
康
増
進
し

ま
せ
ん
か
？

日
１
月

２２
日
㈭
～
２
月

２６
日
㈭
ま

で
毎
週
木
曜
日
９
時
～

１２
時

場
小
出
ス
キ
ー
場

内
ス
キ
ー
教
室
対
成
人

￥
各
回
２
、０
０
０
円
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

会
員
は
１
、０
０
０
円
）
ス
キ
ー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ス
ノ
ー
パ
ー
ク
小
出

問
申
☎
７
９
２
・
５
３
２
０

催
　
　
　
し

レ
ン
タ
ル
別
途
１
、０
０
０
円

持
か
ん
じ
き
ま
た
は
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
、
防
寒
着
、
行
動
食
、
水

分
等
定

２０
人
（
各
回
申
込
順
）

レ
ン
タ
ル
別
途
１
、０
０
０
円

持
ス
キ
ー
一
式
、
防
寒
着
等

定
２０
人
（
各
回
申
込
順
）

 ◆
魚
沼
市
新
春
小
・
中
学
生

書
道
展

　

市
内
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

の
書
道
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

日
１
月

２４
日
㈯
～

２５
日
㈰
９
時
～

１７
時

場
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

問
学
校
教
育
課

☎
７
９
４
・
６
０
７
２

　須原スキー場を会場に楽しいイベントを行います。

内もちつき、謎解きアドベンチャー、的当て等

対どなたでも　￥無料

問ＳＵ事務局・酒井☎０８０・１２２８・１３１３

Ｓ
エ ス ユ ー

Ｕ祭
須原スキー場
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information

 ◆「
新
た
な
地
域
の
魅
力
づ

く
り
支
援
事
業
」　　
　

研
修
成
果
発
表
会

　

魚
沼
市
の
次
世
代
を
担
う
若
者

を
対
象
に
開
催
し
た
地
域
の
魅
力

づ
く
り
研
修
会
の
研
修
成
果
の
発

表
会
を
行
い
ま
す
。

日
１
月

３０
日
㈮

１３
時

３０
分
～

１６
時

３０
分
（
受
付

１３
時
か
ら
）

場
魚
沼
市
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

内
研
修
成
果
の
発
表
、
研
修
参
加
者

と
来
場
者
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

対
ど
な
た
で
も

定
先
着
１
０
０
人

￥
無
料

〆
１
月

２３
日
㈮

申
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

左
記
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
魚
沼
地
域
振
興
局
企
画
振
興
部

☎
７
９
２
・
１
３
０
３

℻
７
９
２･

６
０
２
９

Ｍngt111510@
pref.niigata.lg.jp

 ◆
鉄
道
に
よ
る
地
域
活
性
化

に
向
け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

国
土
強
靭
化
に
お
け
る
鉄
道
の

重
要
性
を
認
識
し
、
鉄
道
を
利
用

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
る
シ

 ◆
２
０
１
４
信
濃
川
・
大
河

津
分
水
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品
展
示

期
１
月

２０
日
㈫
～
１
月

２５
日
㈰

（
２０
日
は
午
後
か
ら
）

場
小
出
郷
文
化
会
館
２
階
ロ
ビ
ー

問
建
設
室
☎
７
９
９
・
４
６
０
１

子育て情報メール配信サービスをご利用ください　くわしい内容は「魚沼市ホームページトップ＞
子育て・教育＞子育て情報メール配信サービス開始」　Ｈ http://www.city.uonuma.niigata.jp/

乳幼児健診
種類 対象生年月日 期日 受付 会場

乳児（４か月児） 平成 26 年 10 月 26 日㈭

13:00
～

13:15

小出子育て
支援センター

1 歳６か月児
H25.7.1 ～ 7.25 4 日㈬

湯之谷保健
センター

H25.7.26 ～ 8.5 18 日㈬

２歳児 平成 25 年 2 月 25 日㈬

３歳児 平成 24 年 1 月 １/28
㈬

持母子健康手帳、問診票
・乳児健診の対象者は「平成 26 年度魚沼市乳幼児健
　診等のご案内」とは対象者が変更になっています。
・参加できない場合は事前にご連絡ください。
・感染症にり患、またはその疑いがある場合は、ご連絡
　のうえ、治癒してからお越しください。

小出子育て支援センターぱぴぷ  ☎ 792・6356
名称 日時 内容

広場開放 月～金 9:00 ～ 16:00 自由遊びなど

ぴよぴよタイム 月～金 10:45 ～ 11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 27 日㈮ 10:45～ 11:00 対２月生まれ

土曜開放日    7 日
14 日 9:00 ～ 11:30 広場を開放します

身長・体重計測 毎週月曜 9:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 15:00

身長・体重計測
（栄養士同席）

   9 日㈪ 10:00 ～ 11:30
13:00 ～ 14:30 離乳食や食事の相

談ができます。16 日㈪ 10:00 ～ 11:30

午後から閉館する場合があります。
詳細は「月のおたより」をご覧ください。

堀之内子育て支援センター　☎ 794・2158
名称 日時 内容

広場開放 月～金9:00 ～ 15:00 自由遊びなど

わくわくタイム 月～金10:45～11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 17 日㈫ 10:45～11:00 対 2 月生まれ

身長・体重計測 17 日㈫  9:00 ～ 12:00

すくすく広場（親子ふれあい広場）  ☎ 792・6356
会場 日時 内容

２月はお休みです

子育て支援センター２月 問健康増進室
☎ 792・9763

２月
児幼 健 診 等乳

離乳食講習会・１歳よちよち教室
事業名 対象（対象外でも可） 期日 受付 会場

離乳食講習会
ステップ 1

H26 年 11 月生の
乳児の養育者

3 日
㈫ 9:30

～
9:45 小

出
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

離乳食講習会
ステップ２

H26 年 7 月生の
乳児の養育者

10 日
㈫

1 歳
よちよち教室

（親子遊び、
歯磨きなど）

平成 26 年 2 月生 24 日
㈫

9:15
～

9:30

持母子健康手帳
◎育児相談は、各会場で随時受け付けています。

 ◆
ス
イ
ー
ツ
キ
ャ
ン
ド
ル
教
室

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
ぴ
っ
た
り

の
、
可
愛
い
ス
イ
ー
ツ
キ
ャ
ン
ド

ル
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

日
１
月

２４
日
㈯

１３
時
～

１５
時

場
魚
沼
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
本

町
１
丁
目
２
番
地
旧
ま
つ
ば
ら
）

内
作
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
は
当
日
お

持
ち
帰
り
可
能
で
す
。

定
１０
人（

１０
歳
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

￥
５
０
０
円
（
税
込
み
）

持
エ
プ
ロ
ン
、
手
袋
（
火
傷
防
止

用
）
作
品
を
持
ち
帰
る
袋

〆
１
月

２２
日
㈭

申
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
結
」（
魚
沼
交
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
☎
７
９
２
・
１
３
３
６

（
平
日
・
土

１０
時
～

１７
時

３０
分
）

1 月 16 日～ 31 日 行事カレンダー
16 金

17 土
ブックスタート（10:00/ 広神図書館）
おはなしがいっぱい（11:00/ 小出郷図書館）

18 日

休日窓口【小出庁舎のみ】（8:30 ～ 12:00）
（住民票・戸籍関係・印鑑証明の発行、印鑑登録）

日曜なんでも相談会・要予約
（8:30/ 市民相談センター）

宮柊二短歌セミナー（13:00/ 宮柊二記念館）
19 月 堀之内公民館図書室蔵書点検（～ 26 日まで）
20 火 みんなあつまれげんきっこ（9：00/ 小出保育園）

21 水
ブックスタート

（13:00/ 子育て支援センターぱぴぷ）

22 木

年金相談日（10:00 ～ 15:00/ 小出ボランティ
アセンター）要予約　長岡年金事務所
☎ 0258･88･0006
プラネタリウム定期投影（19:00/ 堀之内公民館）

23 金 だっこでおはなし（10:30/ 小出郷図書館）

24 土
魚沼市新春小・中学生書道展（２５日まで）

（9:00 ～ 17:00/ 小出郷福祉センター）
25 日
26 月 目黒邸防火訓練（午前中予定 / 目黒邸）
27 火
28 水
29 木

30 金
「新たな地域の魅力づくり支援事業」研修成果発表会
（13:30 ～ 16:30/ 魚沼市地域振興センター）

31 土
結の灯りスタートイベント

（18:30/ 小出郷文化会館小ホールホワイエ）

各
種
相
談
等

 ◆
障
害
者
年
金
無
料
相
談
会

日
１
月

３０
日
㈮
、
３
月

２７
日
㈮
い

ず
れ
も

１３
時
～

１６
時

場
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
第

３
研
修
室

内
障
害
者
年
金
受
給
の
可
能
性
の

判
断
、
手
続
き
の
方
法
、
制
度
の

内
容
な
ど
※
手
続
き
代
行
は
無
料

相
談
の
対
象
外
で
す
。

対
ど
な
た
で
も
（
要
事
前
予
約
）

申
新
潟
県
社
会
保
険
労
務
士
会

長
岡
支
部
・
障
害
年
金
部
会
・
井
口

☎
０
２
５
８
・
３
５
・
７
７
９
３

☎
０
９
０
・
７
６
８
０
・
４
０
８
８

 ◆
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
特
別
電

話
相
談「
若
者
１
１
０
番
」

　

１
～
２
月
は
悪
質
商
法
被
害
防

止
共
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

日
１
月

２２
日
㈭
～

２３
日
㈮
９
時
～

１８
時

内
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
、
マ
ル
チ
商
法
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

契
約
等
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

問
新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
・
２
８
５
・
４
１
９
６

　

魚
沼
市
観
光
協
会
で
は
全
市
で
取
り
組
む
冬
の
祭
り
を
計
画
し
ま
し

た
。
魚
沼
の
雪
ま
つ
り
と
し
て
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
タ
レ
ン
ト
頼
み

で
は
な
い
、
暮
ら
し
の
中
で
手
作
り
感
あ
ふ
れ
る
雪
洞
（
ゆ
き
ん
ど
う
）

ま
つ
り
に
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

内
期
間
中
安
全
な
場
所
に
か
ま
く
ら
や
雪
像
を
作
っ
て
灯
り
を
灯
し

て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
※
火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

他
雪
洞
ま
つ
り
の
幟
を
進
呈
し
ま
す
。（
先
着
１
０
０
人
）

問
一
般
社
団
法
人
魚
沼
市
観
光
協
会
☎
７
９
２
・
７
３
０
０

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
１
月

１８
日
㈰

１３
時

３０
分

場
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡

Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル
（
長
岡
市
）

◦
基
調
講
演

講
矢
野
直
美
さ
ん（
鉄
道
写
真
家
）

◦
座
談
会

・
テ
ー
マ
：「
地
域
振
興
・
防
災
・

復
興
に
お
け
る
鉄
道
の
役
割
」

・
パ
ネ
リ
ス
ト
：
稲
垣
文
彦
さ
ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
協
働
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
長
岡
副
代
表
理
事
）、
波

潟
郁
代
さ
ん
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究

所
企
画
調
査
部
長
）、
矢
野
直
美

さ
ん
（
鉄
道
写
真
家
）、コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
・
鈴
木
聖
二
さ
ん
（
新

潟
日
報
社
）

対
ど
な
た
で
も

問
上
越
新
幹
線
活
性
化
同
盟
会
事

務
局
（
新
潟
市
地
域
・
魅
力
創
造

部
政
策
調
整
課
）

☎
０
２
５
・
２
２
６
・
２
０
５
７
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市
報
ク
イ
ズ

今
月
の
市
報
を
読
ん
で
答
え
よ
う
！

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
「
５
０
０
円
分
図
書
カ
ー

ド
」
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
答
え
と
市
報

の
感
想
等
を
お
書
き
の
う
え
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
１
月

２３

日
㈮
ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

ＱＡ

平
成

２７
年
６
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
魚
沼
市

立
堀
之
内
病
院
の
療
養
病
床
数
は
？

①
９０
床

②
５０
床

③
４４
床

　

第
２４
回
全
国
地
芝
居
サ
ミ
ッ
ト

ｉ
ｎ
魚
沼
で
、
披
露
さ
れ
た
干
溝

歌
舞
伎
の
や
ま
び
こ
三
番
叟
。
写

真
の
二
人
は
、
な
ん
と
地
元
の
高

校
生
な
ん
で
す
。
躍
動
的
か
つ
堂
々

と
し
た
所
作
で
、
全
国
か
ら
訪
れ

た
観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

表
紙
の
写
真

　

皆
さ
ん
お
正
月
は
ど
う
過
ご
さ
れ

ま
し
た
か
。
久
し
ぶ
り
に
会
う
親
戚

や
家
族
、
友
達
と
の
貴
重
な
ひ
と
と

き
。
お
い
し
い
物
を
食
べ
、
お
酒
を

飲
み
か
わ
し
、
一
年
を
活
動
す
る
鋭
気

を
養
う
。

　

せ
わ
し
な
い
一
年
の
中
で
、
ゆ
っ
く

り
と
過
ご
せ
る
「
お
正
月
の
時
間
」
は

貴
重
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。私
も
し
っ

か
り
と
寝
正
月
を
堪
能
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
の
代
り
、
体
重
計
に
乗
る

の
が
怖
い
の
で
す
が 

…
。（
Ｍ
）

 小出Ｍ・Ｃチームの皆さん

きらり☆

             魚沼人
～ うおぬまびと ～

　

小
出
Ｍ
・
Ｃ
チ
ー
ム
は
、
悲
願

の
全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
へ
出
場
し
、
ベ
ス
ト

１６
と
い

う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
お
さ
め
ま

し
た
。「
全
国
大
会
に
出
場
す
る

チ
ー
ム
は
、
み
ん
な
粘
り
強
か
っ

た
で
す
。
初
め
て
の
全
国
大
会
で

メ
ン
バ
ー
は
緊
張
し
て
い
ま
し
た

が
、
目
標
で
あ
っ
た
決
勝
リ
ー
グ

ま
で
進
む
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
で
す
。」
と
キ
ャ
プ
テ
ン
の
富

永
直
子
さ
ん
は
大
会
を
振
り
返
り

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
小
出
Ｍ
・
Ｃ
チ
ー
ム

は
、
県
大
会
や
北
信
越
大
会
に
出

場
す
る
も
の
の
全
国
大
会
の
壁
は

高
く
、
な
か
な
か
乗
り
越
え
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
基
本
に
戻
り
ボ
ー
ル
を
落
と

さ
な
い
「
つ
な
げ
る
バ
レ
ー
」
を

意
識
す
る
こ
と
で
、
徐
々
に
チ
ー

ム
に
変
化
が
出
て
き
ま
す
。

　
「
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
み
ん
な
で

考
え
て
、
全
員
が
納
得
し
た
練
習

を
す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
み
ん
な
で
楽

し
く
バ
レ
ー
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
良
い

か
を
考
え
ま
し
た
。
チ
ー
ム
全
員

の
意
識
が
変
わ
り
、
ひ
と
つ
に
な

 

特
　
賞

【
中
学
校
】

　

■
１
年
生

　

浅
井　

梨
乃　
　
　
（
広　

神
）

　

■
３
年
生

　

磯
部　

彩
花　
　
　
（
小　

出
）

 

奨
励
賞

【
幼
稚
園
・
保
育
園
】

　

■
５
歳
児　

　

高
橋　

勇
輝　
　
　
（
小　

出
）

　

山
田　

尋
子　
　
　
（
小　

出
）

　

井
口　

暖
葉　
　
　
（
小　

出
）

【
小
学
校
】

　

■
１
年
生　

　

秋
元　

慈
央　
　
　
（
広
神
東
）

　

本
田　

妃
奈　
　
　
（
小　

出
）

　

塚
田　

烈
央　
　
　
（
小　

出
）

　

■
２
年
生

　

坂
内
つ
づ
み　
　
　
（
小　

出
）

　

石
月　
　

碧　
　
　
（
伊
米
ケ
埼
）

　

奨
励
賞
の
続
き

　

小
林　
　

連　
　
　
（
宇
賀
地
）

　

森
山　

百
合　
　
　
（
宇
賀
地
）

　

浅
井　

勇
磨　
　
　
（
宇
賀
地
）

■
３
年
生

　

水
原　

琥
翔　
　
　
（
堀
之
内
）

■
４
年
生

　

高
林　

美
桜　
　
　
（
広
神
東
）

　

小
宮
山
美
夢　
　
　
（
堀
之
内
）

　

山
田
陽
葉
里　
　
　
（
堀
之
内
）

■
５
年
生

　

茂
野　

叶
実　
　
　
（
広
神
東
）

　

星
野　

沙
奈　
　
　
（
広
神
東
）

　

太
田　

朱
南　
　
　
（
堀
之
内
）

■
６
年
生

　

滝
沢　

壮
輝　
　
　
（
小　

出
）

【
中
学
校
】

■
１
年
生

　

金
丸　

百
花　
　
　
（
小　

出
）

　

安
田　

知
世　
　
　
（
小　

出
）

■
２
年
生

　

山
田　

美
月　
　
　
（
広　

神
）

　

佐
藤　

万
織　
　
　
（
広　

神
）

■
３
年
生

　

小
林　

結
希　
　
　
（
広　

神
）
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第
４５
回
新
潟
県
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展

市
内
入
賞
者
紹
介

　

新
潟
県
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
、
小
中
学
校
、
特
別
支
援
学
校
か

ら
応
募
の
あ
っ
た
３
３
、８
０
６
点
の
作
品
か
ら
、
市
内
で
は

２６
点
が

入
賞
し
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。」
と
富
永
さ
ん
は
手

ご
た
え
を
感
じ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
着
実
に
実
力
を
つ
け

理
想
と
す
る「
つ
な
げ
る
バ
レ
ー
」

に
近
づ
い
て
い
く
小
出
Ｍ
・
Ｃ

チ
ー
ム
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
日
ご

ろ
家
事
や
仕
事
に
追
わ
れ
る
マ
マ

さ
ん
た
ち
が
中
心
で
、
練
習
は
週

２
回
で
２
時
間
ほ
ど
し
か
で
き
ま

せ
ん
。「
み
ん
な
、
家
で
夕
飯
の

支
度
を
し
て
か
ら
練
習
に
き
ま

す
。
子
ど
も
を
練
習
に
連
れ
て
く

る
人
も
い
て
子
ど
も
同
士
も
仲
が

良
く
、
そ
れ
が
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

良
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
部
分
が

あ
り
ま
す
。」
と
富
永
さ
ん
は
語

り
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
今
回
の
全
国
大
会

で
色
々
な
チ
ー
ム
と
対
戦
し
て
、

良
い
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
も
っ

と
上
を
目
指
し
た
い
。
来
春
の
大

会
に
む
け
て
、
冬
眠
し
て
る
場
合

じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。」
と
次
な
る

目
標
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
後
、
富

永
さ
ん
は
練
習
に
合
流
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

元
気
の
い
い
掛
け
声
が
体
育
館

に
響
き
ま
す
。
凛
と
し
た
冷
た
い

体
育
館
は
、
す
ぐ
に
メ
ン
バ
ー
た

ち
の
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

〠 946-8601　
住所：小出島 130-1
　総務課「市報クイズ係」 宛
ＦＡＸ：
　０２５－７９２－９５００
Ｅメール：
   reference@city.uonuma.niigata.jp

市報クイズの応募は
　　　　　　こちらまで

　

前
回
の
正
解
は
、「
③

４８
％
」
で
し
た
。
当
選

は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

吉
田
キ
ン　

さ
ん

池
田
沙
織　

さ
ん

松
井
寅
夫　

さ
ん

伊
倉
京
子　

さ
ん

松
田
佳
菜　

さ
ん

風間　　彰　　守門宮原　　７８歳
浅井キクノ　　大谷内　　１００歳  
岡部　功平　　高倉　　　　８２歳
五十嵐トメヲ　芋鞘　　　　９４歳
佐藤　竹夫　　大栃山　　　８５歳
浅井　義介　　大白川　　　９１歳

横山　竹二　　堀之内駅前通　９４歳
星野　セン　　関下町　　１０１歳
小島　絹江　　大石　　　　９０歳
矢島　良一　　立　　　　　８０歳
星野　節子　　新田　　　　７４歳
髙橋　茂治　　和長島　　　８７歳
井上　ハル　　舟山　　　　９３歳
瀧澤　　稔　　原二　　　　６２歳
瀧澤　 雄　　長屋　　　　８４歳
高橋　ヨネ　　小出稲荷町二　８５歳
関　　スミ　　向山　　　　９６歳
渡邊　タイ　　干溝　　　　８８歳
滝口　千代　　虫野　　　　９８歳
上村　シズ　　井口　　　　９１歳
風間寿美子　　井口　　　　４３歳
戸田イワヲ　　吉田　　　　８９歳
星　キクヱ　　湯之谷芋川　８４歳
仲丸　正之　　田中　　　　５８歳
田村　カネ　　雁坂下　　　９５歳
今井福太郎　　山口　　　　８８歳
滝沢　政義　　並柳　　　　８０歳
坂田　サダ　　中家　　　　８２歳

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

小澤　叶
か な と

夢　克之・裕美子　春日町
米山　楓

ふ う ま

真　純平・宏美　小出稲荷町一
田中　謙

け ん ご

伍　靖之・希美　　　虫野  
髙橋　泰

たいすけ

輔　岳久・清美　　十日町  
梅田　　透

とおる

　司・静香　　大浦新田  
桑原　詩

し ほ

穂　剛史・純子　　上ノ原  
上重　湊

み な と

人　亮太・瑞希　　七日市  
佐藤渓

け い た ろ う

太朗　純・かおり　　　吉田  
佐藤　風

か ほ

穂　純・かおり　　　吉田  
星　　経

つねよし

芳　湖南・瑠美　　上折立  
齋藤　颯

は や ま

真　稔男・さやか　　今泉
中澤　　律

りつ

　晃・智子　　　　今泉
小岩　　楓

かえで

　治郎・理絵　　　今泉
磯部　和

か ず な

奈　大輔・奈緒　　　中島  
清塚　謙

け ん し

志　昇・笑理　　　山田下  
佐藤　葵

あ お い

衣　隼人・飛鳥　　大谷内  
佐藤　　凛

りん

　敏広・真由美　　渋川  
佐藤　　悠

ゆう

　敏広・真由美　　渋川  

※届出いただくときに、同意のあった方を掲載しています。（11 月 21 日～ 12 月 20 日届出分）ひとのうごき
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

人口 うち外国人 増減
男 19,053 36 -20
女 19,940 148 -31
計 38,993 186 -51

世帯数 13,496 -9

人口と世帯数（Ｈ２６．１２．１）
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魚
沼
っ
子

№

５

魚
沼
市
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

最
年
少
入
賞

がんばる
　

稲
刈
り
風
景
を
撮
っ
た
素
晴
ら
し
い
写
真
。

　

実
は
小
出
小
学
校
５
年
生
の
滝
沢
和
樹
く
ん

が
撮
影
し
た
写
真
で
、「
第

１０
回
魚
沼
市
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
」
で
銀
賞
に
入
賞
し
ま
し
た
。
自

分
で
写
真
を
勉
強
し
、
日
頃
は
鉄
道
写
真
な
ど

を
撮
影
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
素
晴
ら
し
い
作
品
を
期
待
し
ま

す
。
が
ん
ば
れ
滝
沢
く
ん
。

滝沢  和
か ず き

樹くん

こ
の
広
報
紙
は
古
紙
パ
ル
プ
配
合
率
１
０
０
％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

こ
の
広
報
紙
は
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

児
童
絵
画

今
月
は
井
口
小
学
校
の
児
童
の
作
品
で
す

№

120

「はりねずみにけられた！」
３年  桜 井  結 衣  さん

「うさぎぐもとあそんだよ」
１年  古 山  優 陽 さん

no.120
ミニミニクッキング！

Good!

鮭と冬野菜の和風スープ（主菜）

①大根は大きめの乱切りにし、水から１５分下茹で
　する。白菜は縦半分に切り、一口大のザク切り、
　にんじんはいちょう切り、ねぎの半分は２ｃｍ長
　さのブツ切り、残り半分は小口切りにする。鮭は
　１切れを３～４つにそぎ切りにする。
②厚めの鍋にバターを溶かし、鮭を両面焼き、一度
　取り出す。
③②の鍋に①の野菜を入れて炒め、小麦粉をふり入
　れる。水、だしパックを加えてあくを取りながら、
　野菜がやわらかくなるまで煮て鮭を戻す。
④③に牛乳を加え、味噌を溶き入れて、ひと煮立ち
　させ火を止める。
⑤器に盛り、小口切りにしたねぎを散らす。

作り方

魚沼市食生活改善推進員協議会
エネルギー　256kcal　　たんぱく質　18.4 ｇ

脂質　13.0 ｇ　　炭水化物　15.4 ｇ　　塩分　1.7 ｇ

＜塩分のとり過ぎ防止＞調味料に注意しましょう。顆粒和風だ

し、コンソメなどの調味料には、100 ｇ中に 40 ｇの塩分があ

ります。塩やしょうゆだけでなく、これらの調味料も要注意です。

材料（４人分）
甘塩鮭　　　　　　３切れ
白菜　　　　　　　　３枚
大根　　　　　　１／４本
にんじん　　　　１／２本
ねぎ　　　　　　　　１本
バター　　　　　　１０ｇ

小麦粉　　　　大さじ２
水　　　　　　カップ２
だしパック　　　　１こ
牛乳　　　　　カップ２
みそ　　　　　大さじ１


